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ね
﹄
と
い
う
人
も
い
る
く
ら
い
線
路
脇
の

雑
草
は
威
勢
が
い
い
」
と
笑
う
小
西
さ
ん

は
、
今
で
も
親
睦
を
兼
ね
て
沿
線
駅
の
草

刈
り
に
出
向
く
。
話
の
流
れ
で
「
時
機
よ

し
、
競
合
な
し
、
工
事
な
し
」
と
安
全
確

認
の
た
め
に
現
場
の
鉄
道
職
員
が
行
う「
指

差
喚
呼
」
も
実
演
し
て
く
れ
た
。

草
津
線
の
特
性
を
知
る

草
津
線
の

全
線
電
化
は

１
９
８
０（
昭

和
55
）
年
と
、

か
な
り
後
発

だ
。
72
年
ま

で
蒸
気
機
関

車
Ｄ
51
が
走

り
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
移
管
後

も
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
車
Ｄ

Ｄ
51
が
客
車

を
牽
引
し
て

草
津
線
の
歴
史
は
１
３
５
年

列
車
が
京
都
盆
地
を
抜
け
る
と
、
山
々

に
霧
が
か
か
り
始
め
る
。
琵
琶
湖
の
端
を

か
す
め
て
列
車
は
草
津
駅
に
到
着
し
た
。

草
津
線
は
、
こ
こ
草
津
駅
（
滋
賀
県
草

津
市
）
で
東
海
道
本
線
か
ら
分
岐
し
、
関

西
本
線
柘
植
駅
（
三
重
県
伊
賀
市
）
ま
で

の
36
・
7
㎞
を
結
ぶ
路
線
。
起
点
の
柘
植

ま
で
は
11
駅
、
所
要
時
間
は
約
42
分
だ
。

関
西
鉄
道
の
路
線
と
し
て
草
津

－

三
雲

間
が
開
業
し
た
の
は
１
８
８
９
（
明
治
22
）

年
。
２
０
２
４
（
令
和
6
）
年
で
１
３
５

年
に
な
る
。
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
に

国
有
化
さ
れ
、
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
、

国
鉄
民
営
化
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
管
轄

と
な
っ
た
。今
で
も
貴
生
川
駅
の
上
り
ホ
ー

ム
の
端
に
は
、
天
王
寺
鉄
道
管
理
局
時
代

を
忍
ば
せ
る
安
全
祈
願
の
碑
が
ひ
っ
そ
り

と
立
つ
。

草
津
駅
線
区
統
括
の
小
西
善
治
さ
ん

に
、
お
話
を
う
か
が
う
。
国
鉄
マ
ン
二

世
。
京
都
駅
の
ホ
ー
ム
整
理
員
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
き
っ
か
け
で
国
鉄
に
入
省
。
京
都

の
向
日
町
操
車
場
、
大
阪
駅
な
ど
を
経
て

２
０
２
２
（
令
和
5
）
年
ま
で
草
津
線
貴

生
川
駅
長
を
務
め
て
い
た
。

安
全
確
認
を
怠
り
先
輩
か
ら
ひ
ど
く
叱

ら
れ
た
新
人
時
代
、
汗
だ
く
で
線
路
脇
の

草
刈
り
を
し
た
こ
と
な
ど
、
か
つ
て
の
逸

話
に
は
の
ど
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

「﹃
草
が
す
ご
い
か
ら
草
津
線
と
い
う
の

１３５年の鉄道の歴史が
 人と地域を繋ぐ
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お
話
を
伺
っ
た
、
小
西
さ
ん
。
草
津
線
線
区
長
を
務
め
、
貴

生
川
駅
長
を
歴
任
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地方線区を訪ねて

い
た
。
だ
か
ら
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
と
っ
て

草
津
線
は
、
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
な
鉄
道

で
あ
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
な
鉄

道
で
す
よ
」と
小
西
さ
ん
。
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
は
通
勤
通
学
客
で
８
両
編
成
の
車
両
は

満
員
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
２
２
（
令
和
5
）
年

３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
そ
れ
ま
で
30
分

に
１
本
だ
っ
た
柘
植

－

貴
生
川
間
の
便
が

１
時
間
に
１
本
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
輸

送
密
度
を
み
る
と
、
柘
植

－

貴
生
川
間
は

約
２
０
０
０
人
／
㎞
・
日
、
貴
生
川

－

草
津
間
は
約
１
５
０
０
０
人
／
㎞
・
日
で
、

草
津
線
に
は
ロ
ー
カ
ル
線
と
都
市
近
郊
路

線
の
両
方
の
特
性
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。

「
自
治
体
は
複
線
化
と
便
数
増
を
希
望
し

て
い
ま
す
が
、
ご
利
用
を
増
や
す
取
り
組

み
も
重
要
で
す
」
と
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央

本
部
政
策
・
調
査
・
福
祉
対
策
部
長
の
田

中
佑
佳
さ
ん
。
持
続
可
能
な
ま
ち
と
交
通

を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
再
生
塾
」
に
参

加
。
自
治
体
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
交
通

事
業
者
な
ど
と
共
同
で
草
津
線
の
再
生
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
。

幹
線
道
路
が
発
達
し
た
沿
線
の
主
な
移

動
手
段
は
、
や
は
り
車
。
自
治
体
に
よ
る

簡
易
委
託
駅
は
、
ど
こ
も
刷
新
さ
れ
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
や
駐
輪
・
駐
車
場
も
整
備
さ

れ
た
が
、
キ
ス
＆
ラ
イ
ド
（
家
族
に
よ
る

駅
ま
で
の
送
迎
）
が
多
く
鉄
道
利
用
者
は

決
し
て
多
く
な
い
。

し
か
し
、
地
域
に
と
っ
て
鉄
道
は
、
移

動
手
段
と
い
う
だ
け
で
な
く
様
々
な
意
味

を
持
つ
。
地
域
の
人
々
が
鉄
道
や
駅
を
残

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
確
か
な
の

だ
。

「
単
に
移
動
す
る
手
段
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
ま
ち
の
再
生
と
い
う
視
点
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
鉄
道
の
あ
り
方
を
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
田
中

さ
ん
は
強
調
す
る
。

2023年3月で運用を終えた緑の「117系車両」

草津線起点の柘植駅で。左から尾㟢さん、田中さん、宮野さん

除草作業をする小西さん。一度刈っておけば、次
の除草が楽になる

国鉄時代の名残り。天王寺鉄道管理局が貴生川駅
ホームに建てた安全祈願の石碑

草
津
線
の
魅
力
、
再
発
見

草
津
線
は
、
忌
憚
な
く
い
え
ば
地
味
な

路
線
だ
。
し
か
し
、
歴
史
あ
る
沿
線
に
、

み
ど
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
。
イ
チ
推
し
は

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
築
造
の
大
砂
川

ト
ン
ネ
ル
。
甲
西
駅
と
三
雲
駅
の
間
に
あ

る
現
役
の
天
井
川
ト
ン
ネ
ル
だ
。
洪
水
を

防
ぐ
た
め
堤
防
を
高
く
し
て
い
る
う
ち
に

川
底
が
地
面
よ
り
高
く
な
り
、
列
車
は
川

の
下
を
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
三
雲
地
区
は
土
地
が
低
い
か
ら
雨
に
弱

い
。
ト
ン
ネ
ル
近
く
に
水
を
抜
く
た
め
の

ポ
ン
プ
小
屋
が
あ
る
よ
」
と
小
西
さ
ん
。

石
と
煉
瓦
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
往
時
の
蒸
気

機
関
車
の
煤
が
こ
び
り
つ
き
、〝
撮
り
鉄
〟

を
魅
了
す
る
と
い
う
。
瓦
屋
根
や
板
塀
の

町
並
み
が
残
る
東
海
道
沿
い
に
は
人
や
車

が
通
行
す
る
大
砂
川
隧
道
も
あ
る
。

一
方
、
草
津
線
は
忍
者
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
甲
賀
市
に
は
駅
が
五

つ
あ
る
が
、
油
日
の
駅
舎
の
モ
チ
ー
フ
は

巻
物
を
携
え
た
忍
者
だ
。地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
油
日
駅
を
守
る
会
」
は
土
手

の
桜
木
の
管
理
も
担
っ
て
い
る
。

「
地
域
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
は
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
決
め
手
。
鉄
道
と

地
域
の
特
性
を
探
り
、
時
に
は
自
ら
草
刈

り
を
す
る
よ
う
な
泥
臭
さ
や
人
情
味
も
必

要
だ
ね
」
と
小
西
さ
ん
。
こ
れ
を
若
い
世

代
に
ど
う
繋
げ
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

草
津
線
の
終
着
駅
は
柘
植
。
伊
賀
忍
者

の
里
、
松
尾
芭
蕉
の
生
誕
の
地
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
と
の
接
続
駅
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
柘
植
駅
は
三
重
県
で
最
初

に
開
業
し
た
鉄
道
駅

－

本
稿
で
は
こ
れ
を

明
ら
か
に
し
て
締
め
く
く
り
た
い
。


